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日本産肝蛭の変異に関する研究

第５報虫卵の大きさの遺伝性
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サギにそれぞれ経口感染させた．大型卵系は糞便内虫卵

の出現がややおくれたので81日以降，小型卵型では70日

以降１週間隔で糞便内虫卵を30個（母集団平均値を推定

するのに必要な最少限の測定個体数）宛測定し，標本平

均値と母集団平均の信頼限界を求めた．

Rzsciom/"`icaを記載したＶａｒｍａ(1953）はＲＩＳ‐

αo血属の分類形質として外形，体長／体幅比，皮鰊の

形，食道と咽頭の大きさ，腸管の分岐，精巣の大きさ，

虫卵の大きさなどをあげている．しかしこれらの形質も

虫体の発育段階，宿主の種のちがいなどにより変化し必

ずしも安定した形質とはいい難い．特に虫卵の大きさは

FlMo血属の分類形質として極めて重視されてきた

(Varma,1953;Sarwar,1957;渡辺,1958,1964;Kendall

andParfitt,1959;ItagakiandAkane，1959）が宿主の

種のちがいにより多少差異がみとめられる（Haibaand

Selim，1960;赤羽ら，1970,1974)．

今回，日本産肝蛭としては特徴的な大小２種類の系統

の卵を別々に培養し，それぞれヒメモノアラガイに感染

させて得たメタセルカリアをウサギに投与し，感染後の

ウサギの糞便内虫卵を経時的に測定し，虫卵の大きさの

遺伝性について検討するとともに，虫体の発育段階に伴

う虫卵の大きさの差異についても検討した．

材料および方法

ウシ胆のう内虫卵を計測して大型虫卵のみ（長径平均

170.6β,信頼限界**167.9～173.3β,短径平均94.6＃,信

頼限界93.0～96.2｣u）見い出される胆のうと比較的小型

の虫卵のみ（長径平均154.3Ju，信頼限界149.7/u～158.9

Jα，短径平均82.0’，信頼限界78.8～85.2〃）見い出され

る胆のうから別々に虫卵を採集した．得られた虫卵は水

道水で洗った後28Ｃの孵卵機内で培養しミラシジウム

を当教室で維持しているヒメモノアラガイに感染させ，

大小２系統のメタセルカリアを得た．大型卵系のメタセ

ルカリアを１羽，小型卵系のメタセルカリアを３羽のウ

結果

１．虫卵の大きさの遺伝性

大型卵系１羽，小型卵系３羽のウサギの糞便内虫卵の

測定結果はＴａｂｌｅｌに示す通りである．感染後81日目

の糞便内虫卵の大きさの平均は大型卵系が長径163.5/２，

短径89.9β，小型卵系は154.5×79.9〃，158.7×79.4｣u，

155.7×83.7ノリであり，大型卵系と小型卵系の信頼限界

は互に重複せず，明らかな差異がみとめられた．感染後

158日目の虫卵も大型卵系は小型卵型に比し明らかに大

型であった．一方小型卵系を感染させた３羽のウサギの

糞便内虫卵はほぼ等しく有意差はみとめられなかった．

このことから虫卵の大きさは比較的固定された形質で

次の世代に遺伝することがわかった．

２．虫卵の発育段階と虫卵の大きさとの関係

感染後70日から158日までの糞便内虫卵の大きさは

Ｔａｂｌｅｌに示す通りである．大型卵系では虫卵の排出が

ややおくれたので81日以降の計測結果を示した．大型卵

系では感染後81日目の平均が163.5×89.9β，158日目が

170.8×98.7′となり産卵開始直後の虫卵はやや小さい

傾向にあった．一方小型卵系では産卵開始直後の70日の

虫卵はやや小さい傾向にあったが，150日の虫卵と比較

してもその差はわずかであった．

以上のことから虫卵の大きさは虫体の発育に伴ってわ

ずかに増大するがその増大の程度は比較的小さいことが

わかった．

＊現在横浜市立大学医学部寄生虫学教室

*＊危険率１％における母集団平均の信頼限界，以下

本論文の信頼限界はすべて同様
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TablelTheeggsizesoffilialgenerationsoftwostrains

SmalleggstrainＬａｒｇｅｅｇｇｓｔｒａｉｎStrains

Hosts

Daysafter
infection

Ｒａｂｂｉｔ４Ｒａｂｂｉｔ３Rabbit2Ｒａｂｂｉｔｌ

BreadthLengthBreadthLengthBreadthLengthBreadthLength

７７．７１４９．５７９．１１５３．４８０．１１５６．２

７５．６－７９．８１４５．４－１５３．６７６．４－８１．８１50.9-155.978.7-81.5152.8-159.6

８９．９１６３．５７９．９１５４．５７９．４１５８．７８３．７１５５．７

８７．９－９１．９１６０．６－１６６．４７７．５-81.0152.0-157.077.2-81.6156.2-161.280.6-86.8151.1-160.3
９０．７１６８．４７９．４１５７．６７９．２１５７．３８４．７１５４．９

８８．６－９２．８１６３．８－１７３．０７７．８-８１．０１５４．８－１６０．４７７．２－８１．２１５３．６-1６０．９８３．４－８６．０１５２．３－１５７．５，
９３．５１６３．８７９．６１５５．２８０．８１５６．０８２．０１５５．０

９２．０－９５．０１６０．９－１６６．７７７．６－８１.６１５３．１－１５７．３７８．６－８３．０１５２．２－１５９.579.6-84.4152.1-157.9

９４．５１６６．４７７．７１５６．５８０．９１５７．９７９．４１５７．６

９２．９－９６．１１６２．９－１６９．９７５．７－７９.７１５３．４－１５９．６７８．５－８３．３１５４．８－１６１.０７７．４－８１．４１５４．８－１６０．４

９５．７１６４．６７７．２１５２．９８１．０１５９．０８４．０１５４．５

９４．３－９７．１１６１．５－１６７．７７５．４－７９.０１４９．３－１５６．５７８．５－８３．５１５５．７-162.381.9-86.1151.0-158.0

９５．２１６６．７７９．２１５１．５７９．７１５５．７８５．３１５２．５

９３．５－９６．９１６４．１－１６９．３７７．２-８１．２１４８．８－１５４．２７７．７－８１．７１５２．３-1５９．１８３．３－８７．５１４８．６－１５６．４

１０２．１１７３．２７８．３１５３．２８０．７１５６．８８６．９152.8

100.2-104.0170.1-176.376.６－８０．０１４９．８－１５６．６７８．３－８３.１１５３．５－１６０．１８４．７－８９．１１５０．３-155.3.

100.1１７２．３７６．５１５３．０７９．９１５７．７

98.5-101.7169.6-175.075.0-78.０１４９．６－１５６．４７７．５－８２．３１５４．８-160.6

９８．２１７０．５７９．７１５２．４８１．５１５８．２８５．４１５４．４

９６．２－１００．２１６７．５－１７３．５７７．６－８１.８１４８．５－１５６．３７９．１－８３．９１５４．９-161.583.7-87.1151.5-157.3

９８．７１７０．８８３．１１５６．０７７．１１５４．４８６．０１５６．１

９６．７－１００．７１６８．２－１７３．４８１．４－８４.8152.5-159.575.5-78.7151.4-157.４８３．６－８８．４１５３．１－１５９．１

Mean

Range＊

Mean

Range＊

Mean

Range＊

Mean

Range＊

Mean
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Mean

Range＊
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＊９９％confidentialintervalofthepopulationmean

質は遺伝すると述べている．今回著者らの報告も虫卵の

大きさが遺伝する点これらの結果と一致する．しかし著

者らが調査した限り，松本地方には大型卵系と小型卵系

の肝蛭が混在して，オランダのように隔離されていなか

った．

今回の結果は虫卵の大きさの変異が妨径変異でなく，

その形質が遺伝することを示しているが，ここでただち

に日本産肝蛭を２種以上に分割するのは妥当でない．種

の分割は虫卵の大きさだけでなく虫体の形態，ミラシジ

ウムの走性，中間宿主貝への感受性，分布，宿主体内で

の寄生虫の態度，Fibrid形成の可否などあらゆる研究

を総合してなされるべきである．しかも前述の如く大型

卵系と小型卵型は同一地域に混在して寄生し，しかも両

者ともヒメモノアラガイに極めて強い感受性を有してい

る．またミラシジウムの走光性，走地性とも両者間で差

異がみとめられなかった．JansenandOver（1963）も

大型卵を有する虫体の外部形態は他の虫体と区別できな

考察

肝蛭の外部形態は固定法その他種々の影響を受け易く

専ら虫卵の大きさがFhsciom属の分類形質として重視

されてきた．しかし宿主の種のちがいによって虫卵の大

きさは変化し，虫卵の大きさを重視した分類もまた１つ

の限界がある．しかし虫卵の大きさは分類形質の１つと

して現実に利用されている以上，虫卵の大きさの遺伝性

について充分検討されなくてはならない．幸い日本産肝

蛭の虫卵の大きさはＦｘｇｉｇα""cαタイプの大型卵から

Ｆ・ノiepazicαタイプの小型卵まで幅広い変異がみとめら

れ，虫卵の大きさの遺伝について研究するのに極めて好

適な材料である．

肝蛭卵の大きさの遺伝についてはＪａｎｅｎａｎｄＯｖｅｒ

(1963）及びJansen(1971）がオランダのＩＷｊ"αrica

について報告している．それらによるとオランダの北部

地方に大型卵のstrainが隔離されており，大型卵の形

（２）
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いことから単なる１strainとして扱っている．著者ら

も単に虫卵の大きさが遺伝し易いということのみで種を

分割するのは適当でないと考える．今後日本産肝蛭を２

種以上に分割する積極的な裏ずけがない限り１種として

扱うのが適当であろう．

沢広三(1974）：日本産肝蛭の変異に関する研究，
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２３，２０７－２１２．

３）Haiba，Ｍ、Ｈ・ａｎｄＳｅｌｉｍ，ＭＫ.（1960）：

Detailedstudyonthemorphologicalstatusof

Rzscfo〃wormsinfestingbuffalowes，ｃｏｗｓ

ａｎｄｓｈｅｅｐｉｎＥｇｙｐｔ・ZParasitenk，１９，５２５－
５３４．

４）Itagaki，Ｈ・andAkane，Ｓ・（1959）：Mor‐

phologicalstudyoftheJapaneseliverHuke

comparedwiththeAfricanspecimen・Bull・

ｏｆＡｚａｂｕＶｅｔ・ＣＯ11.,6,115-123.

5）Jansen,ＪａｎｄＯｖｅｒ，Ｈ・』.（1963）：Ｏｎａｒｅ‐

markablestrainofFczscioルノi"αricainthe

Netherlands、TijdschriftvoorDiergeneesk‐

unde，８８，７７０－７７５．

６）Jansen，Ｊ・（1971）：NewcasesofFhscioル

ハ"αricawithlargeeggs,Internat.Ｊ・Parasit、
２，２８１－２８２．

７）Kendall，SBandParfitt，Ｊ、Ｗ・（1959）：
Studiesofthesusceptibillityofsomespe‐

ｃｉｅｓｏｆＬｙ,""αeatoinfectionwithRJsc/ｏｍ

ｇ/gα"ＺｚｃａａｎｄＦ・ノiePaZica、Ann・Trop・Ｐａ‐
rasit.，53,220-2２７．

８）Sarwar，Ｍ、Ｍ・（1957）：F1asciomi"`icaVa‐

ｒｍａ，ａｓｙｎｏｎｙｍｏｆＦ(zsciomgigα"ZicaCob‐
boldBiologia，３，３６－４３．

９）Varma,Ａ､Ｋ・（1953）：ＯｎｔｈｅＦｈｓｃｉｏｍｊＭｉｃａ
ｗｉｔｈｓｏｍｅobservationonF．〃"αＺｚｃａａｎｄ

Ｆ・ｇｉｇａ城Ｃａ．Ｊ・Helminth，17,185-198.

10）渡辺昇蔵(1958）：わが国の肝蛭症について．日
獣会誌，11,293-299.

11）渡辺昇蔵(1964）：日本産肝蛭の分類学的研究，
日本における寄生虫学の研究４，ｐ､427-447．目
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まとめ

日本産肝蛭としては比較的大型の虫卵(長径平均170.6

J似,短径平均94.6’）と小型の虫卵（長径平均154.3ﾉu，短

径平均82.0β）をウシ胆のう内からとり出しこれを起源

とした２種類のメタセルカリアを得た．大型卵系を１羽

,のウサギに，小型卵型を３羽のウサギに感染させ，虫卵

の大きさの遺伝性ならびに虫体の発育に伴う虫卵の大き

さの変化について検討し次の結果を得た．

１．大型卵系を感染させたウサギの糞便内虫卵は小型

卵系のそれにくらべ明らかに大きく虫卵の大きさは次の

世代に遺伝することがわかった．

２．感染後80日前後の産卵開始当初の虫卵はやや小さ

い傾向にあるが120日頃にはすでに安定し，それ以後そ

`の大きさを保った．

なお本論文の要旨は第39回日本寄生虫学会大会におい

て発表した．
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（FASCIOLASP｡）ＩＮＪＡＰＡＮ

Ｖ・ＨＥＲＥＤＩＴＹＯＦＬＡＲＧＥＥＧＧＳＴＲＡＩＮＡＮＤＳＭＡＬＬＥＧＧＳＴＲＡＩＮ

ＨＩＲｏｓＨＩＧＥＡＫＡＨＡＮＥＡＮＤＴｏＭｏｏＯＳＨＩＭＡ

(DCPαγZｍｅ"Ｚｑ/ＰｔJγａｓ/Zo/ogy，Ｓｃ/iooZ〃Ｍａｉｃ伽,Ｓ/i/"S/j〃Ｕ"iueγsiZ:y，Ｍａｒｓ…oZo，Ｊ”α"）

Ｔｈｅｌａｒｇｅｓｉｚｅｅｇｇｓ(Ｍｅａｎ；170.6×94.6/z)ａｎｄｓｍａｌｌｓｉｚｅｅｇｇｓ（Ｍｅａｎ；154.3×82.0/z)were

collectedfromthegallbladdersofdiHerentcattleandwerewashedandcultivated，respectively・

MiracidiaoftwostrainsoflargeanｄｓｍａｌｌｓｉｚｅｅｇｇｓｗｅｒｅｉｎｆｅｃｔｅｄｔｏＬｙl""αｅａｏ肋γα

(ｃｏｍｍｏｎintermediatehostofRMomsp.)．Themetacercariaewhichdevelopedfromthe

miracidiaoftwostrainswereinfectedtofluke-freerabbits、Theeggsizesoffilialgenerations

ｏｆｔｈｅｔｗｏｓｔｒａｉｎｓｗｅｒｅｓｈｏｗｎｉｎＴａｂｌｅＬ

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｗｅｒｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａｓｆｏllows、

LTheeggsderivedfromlargeeggstrainwerealwayslargerthantheeggsderived

fromsmalleggstrain，therforethestrainsofeggsizeseemtobeheritably、

２．ＴｈｅｓｉｚｅｏｆｅｇｇｓｅｎｌａｒｇｅｓｌｉｇｈｔｌｙａｓｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅＨｕｋｅ・

TheauthorsconsideredthecommonliverHukeinJapanhastwoheritablestrainsoflarge

eggsandsmalleggs．
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